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討議用資料

～少子化対策には賃上げを～

過
去
１
０
年
で
新
生
児
数
は
２
５
％

減
少
の
見
通
し
。
少
子
化
対
策
は

待
っ
た
な
し
。

厚
労
省
の
発
表
で
は
、
２
０
２
２
年
の
新

生
児
数
は
７
７
万
人
の
見
通
し
。
２
０
１
２

年
の
新
生
児
数
は
１
０
３
万
人
で
あ
っ
た
か

ら
、
わ
ず
か
１
０
年
の
間
に
こ
ど
も
の
誕
生

数
が
２
５
％
も
減
少
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
暗
澹
た
る
状
況
を
受
け
て
だ
ろ

う
、
政
府
は
年
初
に
「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
た
。

中
身
の
具
体
化
は
今
後
に
な
る
が
、
「
児

童
手
当
」
「
学
童
・
病
児
保
育
、
産
後
ケ
ア
」

「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
が
3
本
柱
に
な
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

政
策
は
「
既
存
政
策
の
拠
出
額
の
拡
大
す

る
だ
け
で
、
内
容
に
新
味
の
な
い
」(

野
村
総

研
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）な
ど
と
批
評
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

こ
う
し
た
批
評
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私

は
政
府
が
打
ち
出
す
と
さ
れ
て
い
る
3
本

柱
よ
り
も
、
子
育
て
世
帯
や
若
者
の
賃
上

げ
こ
そ
が
、
少
子
化
対
策
・子
育
て
支
援
と

し
て
最
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
は
岸
田
政
権
が
発
足
し
た
当
初

掲
げ
ら
れ
た
「令
和
の
所
得
倍
増
計
画
」と

何
ら
相
違
な
い
こ
と
だ
。(

そ
の
後
、
い
つ
の

間
に
株
式
投
資
な
ど
を
推
奨
す
る
「
”
資

産
”
所
得
倍
増
計
画
」
に
す
り
替
わ
っ
て
し

ま
っ
た
が
。
）

皆さん、こんにちは！今「異次元の少子化対策」がニュースを賑わせ

ていますね。政府は「児童手当」、「学童・病児保育、産後ケア」、

「働き方改革」の強化を図るのではないかとも言われています。勿論、

大切な政策ではありますが、今、多くの子育て世帯が求めていること

は「給料up」ではないでしょうか。本報では「賃上げこそが子育て

支援！」をテーマに論じてみたいと思います。

HP Instagram TwitterFacebook

世帯所得
300万円
未満

300-600
万円

600-1000
万円

1000万円
以上

20・30代
子育て

世帯の割合

2010年 35% 65% 63% 66%

2020年 18% 43% 70% 59%

（出所）厚生労働省「国民生活基礎調査」から
第一生命経済研究所が作成したデータ
「Economic Trends 2022.12.09」より。

所得600万円以下の20・30代の中で、
子持ち世帯の割合が大幅に低下しています！

(

裏
面
へ続
き
ま
す)



年度

R５ ▲４５億 Ｒ6夏発表

R４ ▲２２億 R５夏発表

R３ ▲６７億 2４６億

R２ ▲６０億 １０１億

R元 ▲３４億 ９１億

H３０ ▲３４億 ８２億

H２９ 不足なし ７８億

H２８ ▲３４億 ６３億

前年発表の
見込み額

決算収支額財源不足額

H２７ ▲２７億 ７２億

実績

賃
上
げ
に
必
要
な
こ
と
は

必
要
な
取
組
は
何
だ
ろ
う
か
。
経
済

学
者
が
唱
え
る
「
労
働
生
産
性
の
向

上
」な
の
だ
ろ
う
か
。

労
働
生
産
性
の
向
上
は
長
期
的
な

賃
金
上
昇
に
必
要
な
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
は

な
い
。
と
い
う
の
も
、
日
本
の
実
質
労

働
生
産
性
は
１
９
９
５
年
～
２
０
１
９

年
の
２
５
年
で
３
％
上
昇
し
て
い
る
が
、

実
質
賃
金
は
上
昇
ど
こ
ろ
か
８
％
減

少
し
て
い
る
か
ら
だ
。
労
働
生
産
性
の

向
上
に
伴
う
企
業
収
益
の
上
昇
に
も

関
わ
ら
ず
、
所
得
が
上
昇
な
い
の
は
、

得
ら
れ
た
利
益
を
賃
金
に
振
分
け
る

と
い
っ
た
合
意
に
労
使
と
も
辿
り
着
か

な
い
か
ら
だ
。
経
営
側
か
ら
す
れ
ば

「
収
益
が
上
が
っ
て
も
今
後
の
先
行
き

見
通
し
が
不
透
明
な
た
め
賃
上
げ
に

反
映
で
き
な
い
」
と
判
断
し
、
労
組
側

の
「
賃
金
上
昇
を
求
め
よ
う
に
も
、
組

合
組
織
も
形
骸
化
し
て
、
賃
金
交
渉

に
臨
め
る
体
制
に
な
い
」
と
い
っ
た
状
況

を
反
映
し
て
い
る
。
賃
上
げ
が
当
た
り

前
な
諸
外
国
や
、
昭
和
時
代
の
日
本

と
比
べ
て
、
現
代
日
本
の
労
使
交
渉
は

硬
直
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

労
使
関
係
は
民
間
の
問
題
だ
が
、
政

治
・
行
政
は
賃
上
げ
に
向
け
て
何
に
取

組
が
む
べ
き
か
。
そ
れ
は
介
護
士
、
保

育
士
、
学
校
教
員
、
幼
稚
園
教
員
な

ど
公
定
価
格
で
賃
金
水
準
が
決
ま
る

分
野
に
従
事
す
る
方
々
の
給
与
を
直
接

引
き
上
げ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
の
分
野
だ

け
で
も
就
業
者
は
市
内
で
2.

5
万
人
ほ

ど
に
も
及
び(

相
模
原
市
統
計
資
料
よ
り)

、

と
り
わ
け
地
元
住
民
の
雇
用
先
と
し
て
も

根
強
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
地
元
に
住
む

方
に
対
す
る
所
得
向
上
支
援
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
他
業
種
の
賃
金
相
場
の
上
昇
に
も

一
役
買
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
相
模
原
市
も
介
護
報
酬
加
算

や
保
育
士
処
遇
改
善
加
算
な
ど
の
要
綱

に
市
独
自
の
加
算
を
加
え
る
（
横
浜
市
・

川
崎
市
は
２
０
１
８
年
に
実
施
し
て
い
る)

こ
と
や
、
教
職
員
手
当
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
対
応
は
可
能
だ
。

財
源
課
題
を
ど
う
す
る
か

仮
に
2.

5
万
人
の
就
業
者
の
報
酬
を
３

万
円
（
平
均
所
得
の
１
％
分
）
上
げ
る
と

す
れ
ば
、
約
８
億
円
の
財
源
が
毎
年
必
要

と
な
る
。
財
源
確
保
に
は
決
算
余
剰
金
の

活
用
、
住
民
合
意
に
基
づ
い
た
負
担
の
分

か
ち
合
い
、
学
校
修
繕
費
用
の
市
債
転
化

分
の
活
用
な
ど
様
々
な
選
択
肢
の
組
み
合

わ
せ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
提
言
を

言
い
っ
ぱ
な
し
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
市
民
の
総
意
と
し
て
合
意
形
成
可

能
な
解
は
何
か
模
索
す
る
努
力
を
、
当
然

欠
か
す
つ
も
り
は
な
い
。

い
ち
早
く
、
こ
う
し
た
取
組
に
着
手
す
る

こ
と
が
、
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
に

と
っ
て
真
に
有
効
な
取
組
だ
と
考
え
る
。

な
ぜ
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
に
賃
上
げ
な
の
か

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
と
し
て
、

賃
上
げ
を
最
重
要
視
す
る
理
由
は
他

で
も
な
い
、
私
と
同
世
代
の
多
く
の
方

が
子
育
て
の
課
題
と
し
て
「
将
来
の
生

計
不
安
」
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
お
も
て
面
に
掲
載
し
た
デ
ー
タ

に
よ
れ
ば
、
１
０
年
前
と
比
較
し
て
、

中
低
所
得
の
２
０
・
３
０
代
で
は
、
子
持

ち
世
帯
の
割
合
が
大
き
く
減
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
相

模
原
市
民
の
平
均
所
得
は
伸
び
悩
む

ど
こ
ろ
か
２
０
年
で
６
０
万
円
低
下
し

て
い
る
。
こ
れ
で
は
将
来
不
安
が
払
拭

さ
れ
ず
、
子
供
を
儲
け
る
こ
と
を
躊

躇
す
る
の
も
無
理
は
な
い
。

や
は
り
将
来
設
計
の
安
心
の
た
め
、

毎
年
所
得
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
当
た

り
前
の
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

2
0
0
2

2
0
0
4

2
0
0
6

2
0
0
8

2
0
1
0

2
0
1
2

2
0
1
4

2
0
1
6

2
0
1
8

2
0
2
0

相模原市納税者
一人当たりの平均所得

（百万円）

（年度）

20年で60万円
平均年収は低下

（出所）相模原市統計書より。

2/3は節分。豆まきセットをこさえて、娘と立春を

迎えました。

しかし、1才の娘には早かったです。

お豆を渡しても全部食べてしまいました。笑
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